


例言

1.本 書は中野市駅南地区土地区画整理事業に ともない実施 した、西条 ・岩船遺跡群の発掘

調査の うち平成元年度及 び2年度分の調査概報であ る。

2.本 調査は、中野市教育委員会が中野市建設部区画整理事務所 より委託を受け、駅南地区

埋蔵文化財発掘調査団を組織 して実施 した。

3.本 書は、関孝一 ・郷道哲章 ・綿田弘実 の指導に より、藤沢高広 ・千葉剛成が執筆 ・編集

した。

4.発 掘調査は現在継続中のため、本報告は、発掘調査の終了を まって行 う予定である。

調 査 の ま と め

遺跡名 西条 ・岩船遺跡群 〈西条遺跡 ・岩船岩水神社遺跡 ・岩船氏住居館跡〉

所在地 長野県中野市大字西条字笠屋敷 ・枝垂桜 ・並柳

長野県中野市大字岩船字宮上 ・道添 ・屋敷添 ・西条境 ・中島

時代 遺構 数 遺 物

第 平安 住居趾4カ マ ドのみ確認 土師器 甕 ・圷

次 土墳2土 師器 ・須恵器 甕 ・圷 ・椀 灰粕陶器 椀 ・皿

弥生 住居趾

第 小整穴

土墳

次 平安 住居趾

土鑛

中世 ‡墳

9

2

13

1

6

3

弥生中 ・後期土器 甕 ・台付甕 ・壷 ・高圷 ・甑 ・磨製石錺i・砥石

弥生後期土器 甕 ・台付甕 ・壷 ・高拝 ・磨製石斧

弥生後期土器 古墳前期土器 甕 ・壷 ・鉢

土師器 ・須恵器 甕 ・圷 灰粕陶器 椀 ・段皿

土師器 圷

銭箱 ・古銭 ・石臼片

第 弥生 土墳

平安 住居趾

次 土墳

中世 土墳

2

2

2

1

弥 生 後 期 土 器 甕 ・壷 ・高 圷

土 師 器 ・須 恵 器 甕 ・圷 ・椀 ・鉢 ・皿 ・盤 灰 粕 陶 器 椀 ・皿.

土 師 器 ・須 恵 器 甕 ・圷 ・椀 ・鉢 ・皿 灰 粕 陶 器 椀 ・壷

土 師 器 灯 明 皿
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1遺 跡 の あ りか た

(1)遺 跡 の分 布

第3図 遺跡分布図

1西 条 ・岩船遺跡群3西 条長屋塚遺跡

1-1岩 船岩水神社遺跡4西 条東屋敷遺跡

1-2岩 船 氏居館跡5五 加遺跡

1-3西 条遺跡6岩 船遺跡

2寿 町遺跡

し が よ ま せ せんじようち せんたん

西条 ・岩船遺跡群は、志賀高原か ら流れでた夜間瀬川に より形成された、中野扇状地の扇端
ぷ

部に広がる集落地帯にある。

今回の調査では、地下2～3mか ら弥 生時代の住居趾などが・地下lm前 後か らは・平安時代か

ら中世の住居趾な どが発見された。
ど そう はん らん

発掘調査に伴 う土層観察の結果、この地域はたびたび夜間瀬川の氾濫を うけ・厚い土砂 にお

おわれて きた ことが確認 された。
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(2)調 査事業区全体図
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(3)調 査 区全 体 図

一4一



一5一



II調 査 の 成 果

1第 一 次 調 査(平 成元年2月19日 ～2月21日)

(1)1区

南 端 で み つ か っ た 平 安 時 代 の カ マ ド

溝の跡 と.土器

6

住 居 堤 の 確 認 は で

ぎ な か った が 、 幅

.FSO(?7n、高 さ30cm程

度 の 石 を 芯 に して

つ く っ た カ マ ドが

地 下70enか ら4基

発 見 され た 。

この カ マ ドは 内 部
かめ つき

に甕 と杯 が落 ち こ

ん で い る 。

この 溝 は 幅1～2m、

深 さ20em程 度 の 自

然流 路 で 、 延 長15

加 が 確 認 で ぎ た 。
れき

径20～30em大 の 礫
じや り

と 砂 利 混 じ りの.土

で埋 ま り、 中 に は
す え き は

多 量 の 須 恵 器 ・土
じ き

師 器 の 破 片 が 入 っ

て い た 。



2第 二 次 調 査(平 成元年7月19日 ～8月30日)

(1)2区

どちらも地下3mで 発見された弥生時代
じゆうきよ し

の 住 居 堆 で あ る が 、1号 住 居 量 が 埋 ま っ

た あ と 、3号 住 居 堆 が 掘 り こ ま れ て い る

こ とが 確 認 され た 。

1号 住 居1・ti:は東 西6.5m以.L、 南 北2.9M

以.Lの 規 模 で 、 調 査 で ぎた の は 住 居 の
ろ

半 分 以 下 の た め 、 炉 な:どは 不 明 て あ る。
たかつき かめ つぼ

柱 穴2個 と赤 塗 りの 高 杯 ・甕 ・壼 な とが

出 土 した 。

3号 住 居hLぱ 東 西2.4M以 一t、 南 北2.2碗

以 上 の 規 模 で 、1号 住 居 蛙 の 東 側 を 破 壊

して つ く って い る。一・部 の み の 確 認 の た

め 、 詳 細 は 不 明 で あ る。少 量 の 弥 生 土 器

片 が 出 土 した 。

1号 ・3号 住 居 祉(弥 生 時 代)

1号 住 層 の 東隅 で

出 土 した 高 さ20翻 、

口径!2c漉 の 台 付 ぎ

の 甕;て＼ 胴 部 に は

波 形 の 文 様 が 描 か

れ 、 台 部 ぱ 丁寧 に

磨 か れ て い る 。r1

縁 が 半 分 欠 け て は

い る が 、 ほ ぼ 完 形

で あ る。

1号住居蛙の甕
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地 下3.Omで 発

見 され た 。 東 西

3.5加 以 上 、 南

北5。3糀 以 上 の

規 模 で 、 調 査 で

ぎた の は 住 居 趾

の 半 分 程 度 の た

め 詳 細 は 不 明 で

あ る 。 床 面 ぱ 黄

色 の 粘 土 を しい

て た た き しめ て

い る の で 非 常 に

硬 い 。

4号住居趾(弥 生時代)

こしき

甑は米を蒸すた

めの土器で、本

住居堆では2個

出土 してお り、

1個 はほぼ完形

である。

4号住居趾の甑出土状況

はちがた

15em程 度 の 鉢 形

で 、 底 に1emの

穴 が あ る。 そ れ

を 板 な ど で ふ さ

ぎ 、 米 を入 れ て

甕 に の せ 、 炉 に

か け た 。

4号 住居趾の甑
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地 下2.Omで 発 見

され 、東 西3.Ill以

上 、南 北3.5m以 上

の 規 模 で あ る 。 半

分 以 上 が 調 査 区 外

と な る 。 床 面 に 厚

さ1c加 の 黄 色 の 粘

土 を しい て た た ぎ

しめ 、非 常 に 碩 い 。

赤 塗 りの 土 器 が 出

土 した 。

5号住居趾(弥 生時代)

表 面 全 体 を 赤 く塗

った 土 器 で 、 脚 部

が欠 け て い る。 口

径18c窺 で 、 高 さは

20～25cm程 度 と考

え られ る 。

5号住居杜の高杯

住居 の埋 ま り方を

考えるため、地層

を観察 し、記録 し

ている。この住居
こ い

は故意に埋め られ

た り災害で埋まっ

たのではなく自然

に埋 まった もので

ある。

住居量を覆 う地層の観察 と記録の ようす

9



地 下1.5mで 発 見 さ

れ 、東 西3.9m以.L、

南 北2.8m以 上 の 規

模 で あ る 。 半 分 以 上

が 調 査 区 外 と な る が 、

床 面 に 黄 色 の 粘 土 を

貼 って い る こ とや 、

二 個 の 柱 穴 が 確 認 で

ぎた 。

(J..号住 居 祉(弥 生 時 代)

住 居 焼 の 中 央 付 近 に

あ る 、 柱 を 立 て た 穴

で 、 直 径20侃 、 深 さ

30侃 を は か る 。 縁 に

は 、 住 居 の 床 面 に 貼

った 粘 土 の 一 部 が 残

って い る 。

6号 住居祉の柱穴

住 居 上1卜二が 完 全 に 埋 没

した 後 に そ の 王 を 流

れ た 川 の 跡 で 、 こ の

よ うな ・・一 時 的 な 川 を

含 め た 河 川 跡 が い く

つ も み つ か っ て い る。

6.号住居堆の上部に残 る河川跡

10一



地 下2.Omで 発 見

され 、東 西6.8m以

上 、南 北5.2m以 上

の 規 模 で あ る 。 弥

生 時 代 の 住 居 の 中

で も大 型 で 、2ヵ所

の 炉 が あ る 。

7号住居鮭(弥 生時代)

本住居の2ヵ 所の

炉の うち中央の炉

で、地面で直接 火

をたいたため、土

が赤 く変色 してい

る。 これは何度 も

長時間にわたって

火をたいたため で

ある。

7号住居趾の炉

二つ とも台付甕である。右は上

半分が欠けいたみが激 しいが、
なみ がた もんよう

表面 に 波形 の文 様が残 ってい

る。左は台 と口縁の一部が欠け
は

表面は剥がれ落 ちているため、

文様はわか らない。

7号 住居趾の甕

11一



地 下2.O,mで 発 見 され 、 東 西2.2m

以 上 、 南 北4.5m以 上 の 円形 ま た
だ えんけい しよう

は楕円形にな ると思われ る。1号小
たてあな たん か

竪 穴 の 下 か ら み つ か り、 炭 化 した

木 片 が 多 量 に 散 っ て い る と こ ろ か

ら 、 火 災 を 受 け た も の と 思 わ れ る。

8号住居玩(弥 生時代)

たん か ざい 　

炭 化 材 は 、 最 大 の も の で 長 さ50em、 幅40em、 厚
かたまり

さ10～12emほ どで 、7個 の 塊 に 分 か れ て い た 。柱

材 か ど うか は 断 定 で き な い 。

8号住居堤の炭化材

一12一



地 下2.Omで 発 見 され

東 西3.5m以 上 、 南 北

4.5m以 上 の 規 模 で あ

る 。4号住 居 杜 の 下 か ら

み つ か り、 弥 生 中 期 の

「栗 林 式 」 と い わ れ る

型 式 の 土 器 が 出 土 した 。

詳 細 は 不 明 で あ る が 、

柱 穴 が2個 確 認 され て

い る 。

9号住居趾(弥 生時代)

住居の床面につぶれた状態

で出土 した。栗林式の甕で

「コ」の形をい くつ も重ね

た文様をもち、表面はきれ

いにみがかれている。底部

が欠けているが高さは25cm

程度になるとみ られる。

くりばやし

栗林式の甕

栗林式の甕で、住居内

の穴の中に逆さまの状

態で入っていた。高 さ
どう

20emで 、 胴 に は 縄 目の

文 様 が つ い て い る 。 ほ

ぼ 完 形 で 出 土 した 。

栗林式の甕

一13一



床 面 に つ ぶ れ て い た 。 底 部 を 欠 くが 、 推 定 され る

高 さは20～25cm程 度 で あ る 。 口径 は15cmに な り、

口 縁 の 端 に は 縄 文 が つ け られ て い る 。

栗林式の甕

住 居 中 央 部 の 穴 の 中 か ら み つ

か った 甕 で 、 逆 さ まの 状 態 で

穴 の 中 に は い っ て い た 。 縁 の

大 半 は 欠 け て い る が 、残 っ て

い る 部 分 か ら 口径 が15cm程 度

に な る。 高 さ20cmの 甕 で 胴 の

周 囲 に は縄 文 が つ け られ て い

る 。

栗林式の甕

ど こう

9号 住 居 内 の 土 嬢 か らば らば らの 状 態 で

出 土 した 。栗 林 式 の 蕾 で 、頸 部 に 幅 肋 忽の

線 が1～1.5cmお ぎ に4本 引 か れ 、そ の 間 に

縄 文 が つ け られ て い る 。 下 半 分 は 不 完 全

で 、 復 元 す れ ば 高 さは60～80emに な:る と

思 わ れ る 。

栗林式の壷
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地 下1.5mで 発 見 され 、東

西2.7m、 南 北2.5mの 規

模 で あ る 。 ほ ぼ 全 体 を 確

認 で き・ 柱 穴 を もた な い。

粘 土 を 貼 っ た 床 の 上 に 柱

を 立 て た と 考 え られ る 。

床 の 上 に は 大 型 の 壼 の 下

半 分 と・ ほ ぼ 完 全 な 台 付

甕 が あ る。

1号小竪穴 (弥 生時代)

小 竪 穴 の 東 隅 か らみ つ か っ た 壼 で 下 半 分 しか な

くb外 側 に 向 か っ て 割 れ て つ ぶ れ た 状 態 で 出 土

した 。復.元す る と、 高 さlm、 直 径50cm程 度 に な

る 。 外 面 は し っか り して い た が 、 内 面 は は が れ

て ボ ロボ ロに な っ て いた 。

東隅か ら出土 した大型の壼

西 隅 か らみ つ か っ た 台 付 甕 で 、

高 さ40em.口 径16cmの ほ ぼ 完 形

で あ る 。 胴 部 に は 波 形 の 文 様 が

描 か れ 、 非 常 に 丁 寧 に 作 られ て

い る 。

西隅か ら出土 した台付甕

15一



地 下1.5mで 発 見 さ れ 、 東 西2.7m以 上

南 北2.5m以 上 の 規 模 で あ る。

柱 穴 が な い こ とか ら 、 黄 色 の 粘 土 を 貼

った 床 の 上 に 、 直 接 柱 を 立 て た とみ ら

れ る 。1号 小 竪 穴 と 同 様 に 一 時 的 に 使

わ れ た と 考 え ら れ る 。 用 途 と して は 特

殊 な 行 事(祭 礼s出 産 ・葬 式 等)の 際

に 使 わ れ た の で は な い か と 思 わ れ る 。

こ の 小 竪 穴 は 中 心 部 の 地 面 が 焼 け て 赤

く変 色 して い た の で 炉 を も っ て い た と

考 え ら れ る 。 ま た 床 の 上 に つ ぶ れ た 状

態 で 高 杯 や 、 中 型 ・小 型 の 甕 が 出 土 し

た 。

2号小竪穴

全 面 を 赤 く塗

られ 、 高 さ が

40eη に な る大

型 の 高 杯 で 、

ほ ぼ 完 形 で 出

土 した 。 この

よ うな 大 型 の

高杯 は 、 同 地

区 内 で もみ つ

か って い な い

赤 く塗られた高杯
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(2) 3 区

せ1こ は こ こ 廿 ん

銭箱 と古銭

銭 箱 は 横43emN縦

33c'm、 深 さ21emの
しんようしゅ

針葉樹 の板を釘 で

止め、杉皮のよう
ふた

な も の で蓋 を して

あ る 。 中 に は97枚

で1本 に ま と め た

銅 銭 が 約37000枚
っ と う

詰 ま って い た 。 銅
せん

銭の種類から、Ψ

安時代末から、室:

町時代初期の問に

埋められた と推定

される。

こ の よ うな 状 態 で1

段 に 約36列 並 べ 、10

～11段 に ぎ ち ん と 重

ね た 状 態 で 詰 め られ 、

箱 の 底 に は 銭 の 重 さ

で くぽ ん だ 痕 が つ い
ろくしょう

て い た 。 銭 は 緑 青 の

た め 青 緑 色 に な って

い た が 保 存 状 態 はJl

常 に 良 く、 銭 を 通 し

た 縄 も残 って い た 。

銭箱の内部

発見された古銭

こ の 銅 銭 は 約780～1300年 前

に 中 国 で 作 られ た もの で あ る。

中心 に 四 角 の 穴 が あ り、 現 在

の 十 円 丁 と人 ぎ さ ・重 さは ほ

ほ 同 じた が わ す か に 薄 く、lmm

程 度 大 ぎい 。 重 さは1枚 約3.5

～3 .057に な る。
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(3) 4 区

地 下1.2mで 発 見 さ

れ 、 東 西3.5m、 南 北

2.8m以 上 の 規 模 で

あ る。 黄 色 の 砂 地 の

上 に 粘 土 を 貼 った 床

を もつ 。 一 部 が 用 地

外 の た め カ マ ドが 確

認 で き な か った 。 東
かい ゆうとう

南の隅か らは灰粕陶
き つき

器 の 皿 や 土 師 器 の 堺

が か た ま っ て み つ か

っ た 。

へいあん

1号 住 居 肚,(平 安 時 代)

住 居 堆 の 東 南 の 隅 に か た ま っ

て い た2Qcm程 度 の 石 の そ ば に

お か れ た 状 態 で 出 十 した 。 灰

粕 陶 器 は 小 さな 破 片 を 含 め て

5点 ほ ど 住 居1f:内 よ り出 土 し

て い る 。

灰紬陶器の皿 出土状態

灰紬陶器の皿 と土師器の杯

ゆ うやく

右は灰緑色の粕薬 のかか った

灰粕陶器の皿で、 内側に段が
だんざら

あ るた め 「段1皿」 と い わ れ る。

直 径18cm、 高 さ2.5emを は か

る 。東 海 地 方 産 で あ る 。左 は ほ

ぼ 完 形 の 土 師 器 の 杯 で 、 直 径

13cm、 高 さ4cmを は か る 。
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3第 三 次 調 査(平 成2年7月23日 ～8月12日)

(1)B区

ど こう

1号 土 墳 は 東 西1.4

m、 南 北2.6m、2

号 土 壌 は 東 西1.6

m、 南 北1.7mの 規

模 で あ る 。

地 下30cmに あ り、

2号 土 鑛 の 埋 ま っ

た 後 で1号 土 彊 が

掘 られ て い る が 、

ど ち ら も ほ ぼ 同 時

期 の 土 器 が 出 土 し

た 。

1号 ・2号 土 壌(平 安 時 代)

深 さ約20cmの 土 壌

の 中 か ら は 、 内 側
すす

に 煤 を 吸 着 さ せ て

黒 く した 杯 や 、 大

小 の 甕 ・陶 器 の 壼

な ど が 出 土 した 。

また 、 無 傷 の 杯 が

1個 あ る 。

土器の出土状態
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地 下30cmで 発 見 され

東 西4.9観 、 南 北3.8

mの 規 模 で 、 東 壁 の

中 央 に カ マ ドが あ り、

芯 材 と して 積 ん で い

た 石 が 住 居 内 に 散 ら

ば っ て い た 。

1号住居玩(平 安時代)

カ マ ドの 南 側 に 積 み

重 な る よ うに して70

～80個 分 の 圷 な ど の

破 片 が み つ か った が

ほ ぼ 完 形 に 復 元 で き

た の は 、20個 程 で あ

る 。 食 器 が 主 で 、 そ

の ほ とん どが 内 側 を

黒 く した 内 黒 土 師 器

で あ る 。

カマ ドの南側で出土 した平安時代の土器

住居内でみつか った平安時代
わん

の 食 器 で 、 大 小 の 甕 、:碗、 杯 、
さら

皿 が あ る。 大 型 の 甕 は カ マ ド

の 中 か ら 、 そ の 他 は カ マ ドの

南 側 か ら出 土 した 。 杯 の 胴 部

に は 「北 」 の 字 が 墨 で 書 か れ

て お り、 同 じ ぜの が 住 居 内 か

ら3個 み つ か って い る 。

1号住居趾の平安時代の土器

一20一



4発 掘 調 査 のよ うす

い

住居玩や土漿な ど、遺
こ う

構 の 写 真 撮 影 の た め 、

清 掃 して い る よ うす 。

2区 内の発掘調査風景(平 成元年7月)

銭 箱 を こわ さ な い よ う

に 、 周 囲 の 土 砂 ご と枠
おお

板で覆 って運び出す作

業の ようす と見学者。

銭箱はあとで化学薬品

を しみ こませて、永久

に保存するための処理

を行 った。

3区 内でみつかった銭箱の運 びだ しと見学者(平 成元年8月)

幅lm程 の 溝 の 中 に 埋

ま っ た 土 を 掘 り出 して

底 ま で の深 さ な ど を 調

べ て い る。

B区 内 で の 調 査 の よ うす と 見学 者(平 成2年8月)
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あ と が き

平成元年1月 から始 まった駅南地区の土地区画整理事業に ともない、西条遺跡 ・岩船氏居館

跡を中心 とした中野扇状地端部の遺跡群の範囲確認調査 と、道路敷 内での発掘調査を行 って

きました。以前は、西条神社 と岩水神社を中心 とした平安時代の村 と、岩船氏居館跡の2つ の遺

跡 の存在が知 られていたのみで した。今回までの調査に より、地下lmに は平安時代の村が、

地下2祝 には弥生時代の村が広が っていることがわか った ことは大きな成果であ り、西条 ・岩

船遺跡群のあ り方を問 う新 しい材料 となるで しょう。また、地下60cmに 鎌倉時代以降の村が

あるらしいとい うこともわかってきましたが、はっき りとした ことは今後の調査により結論

がでると思います。最後にな りましたが、調査に際し、御協力 くだ さった西条 ・岩船地区の

皆 さん、作業員の方、調査団体の方、そ して、各建設 会社の皆 さんに対 し、調査団を代表 し

衷心 より感謝申 し上げ ます。

調 査 団 の 編 成

顧

第一次 ・第二次調査

問 金井 汲次

高橋 桂

田川 幸生

調査団長 関 孝一

副 団 長 郷道 哲章

調査主任 綿田 弘実

副 主 任 千葉 剛成

壇原 長則

湯本 軍一

第三次調査

顧 問 金井 汲次 湯本 軍一・

高橋 桂 関 孝一

田川 幸生 笹沢 浩

壇原 長則

調査団長 郷道 哲章

副 団 長 綿田 弘実

調査主任 藤沢 高広

副 主 任 千葉 剛成

調 査 員 赤松 茂

荒井 宏

池田 実男

金井 正三

倉石 和彦

黒岩 隆

事 務 局 佐藤 嘉市

高見沢 武

富沢 昭二

広田ふみ子

竹内 貞禎

滝沢 敬一

竹内 一徳

土屋 積

八町 美幸

平岡 千枝

藤沢 高広

小野沢 捷

小林 紀夫

徳竹 雅之

調 査 員 赤松 茂

荒井 宏

池田 実男

金井 正三

倉石 和彦

黒岩 隆

事 務 局 中村 幸次

高見沢 武

富沢 昭二

長島 敏文

広田ふみ子

関 茂

滝沢 敬一

竹内 一徳

土屋 積

八町 美幸

平岡 千枝

小野沢 捷

小林 紀夫

池田 剛

徳竹 雅之
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